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ここで、 γ1、νは正の定数、 Fは自由エネルギーで、ここでは Ginzbllrg-Landall型の汎関数
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を採用する。ここで、正定数 K を含む項は Frankの弾性エネルギーに対応する (7、Uは正定数)。
また、本来、 Cは単位ベクトルであるが、ここでは長さも変化するベクトルに拡張した。式 (1)の




強く影響されるo 図 1にDirichlet境界条件の下での系の時開発展の様子を示す。図 l(a)、(b)、




図 1:方位角ゆ(r，t)のt= 100 (a)， 1000 (b)， 2000 (c)でのスナップショット。
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